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事前確認



確認事項

項目 内容 備考

コミュニケーションツール ・メール以外のツールございますでしょうか？
sekiguchi.takuto@howcrazy.
co.jp

広告ユニット
・サイトに設定されている広告ユニットの位置が分かる資料ございますで
しょか？
 ・アプリ・ Webなど

クリエイティブ ・配信されるクリエイティブの種類は何がありますでしょうか？

キーバリュー ・活用されている独自ターゲティングルールございますでしょうか？

イメージ資料 ・こちらは、Googleアドマネージャーのみのファイルでしょうか？

開発言語 こちら何の言語を私用しておりますか？



Googleアドマネージャーとは



Googleアドマネージャーとは

Googleアドマネージャーは、 Google AdSenseやAd Exchange、サードパーティーの SSPやアドネットワーク、直接販売の純広告など、

様々な広告を一元管理できるツールです。



Googleアドマネージャーの特徴

①複数の広告ソースの統合管理
・Google AdSenseやAd Exchange、サードパーティーの SSPやアドネットワーク、 直接

販売の純広告 など、様々な広告を一元管理できる

②高度な広告配信管理
・広告の優先順位付けや最低入札単価の設定が可能

・ダイナミックアロケーション機能 で収益を最適化

③ヘッダービディング対応
・複数のSSPを競合させて収益を最大化できる

④高度なターゲティング機能
・広告枠、カスタムターゲティング、地域、デバイスカテゴリ、ブラウザ、言語、 OS、ユーザー

属性の他、自社データを活用したターゲティング配信が可能。

⑤多様な広告フォーマットに対応
・ウェブサイト、モバイルアプリ、動画、ゲームなど様々な広告枠タイプに対応



①複数の広告ソースの統合管理

・Google AdSenseやAd Exchange、サードパーティーの SSPやアドネットワーク、 直接販売の純広告 など、様々な広告を一元管理できる



②高度な広告配信管理

広告の優先順位付けや最低入札単価の設定やダイナミックアロケーション機能で収益を最適化



③ヘッダービディング対応

ヘッダービディングは、パブリッシャーがリアルタイムで広告枠を販売するためのプログラマティックな入札

手法で、Googleアドマネージャー導入が必須。

①最高価格の広告採用

・すべての入札結果を比較し、最も高い入札価格の広告が採用されます。

②ファーストプライスオークション

・ヘッダービディングでは、従来のウォータフォール形のセカンドプライスオークションではな

く、落札者が入札した金額をそのまま支払うファーストプライスオークション方式を採用して

います。

③同時オークション
・複数の広告需要元に対して並行して入札を行います。これにより、より多くのバイヤーが

競争に参加できます。



④高度なターゲティング機能

広告枠、カスタムターゲティング、地域、デバイスカテゴリ、ブラウザ、言語、 OS、ユーザー属性の他、 自社

データを活用したターゲティング配信 が可能。
※GA4で取得できるデータはほぼ活用可能

唐揚げに関する広告配信可能



⑤多様な広告フォーマットに対応

・ウェブサイト、モバイルアプリ、動画、ゲームなど様々な広告枠タイプに対応



アカウント構造



Googleアドマネージャーのカウント構造

Googleアドマネージャーのアカウント構造は「アカウント」「広告ユニット」「オーダー」「広告申込情報」「クリエ

イティブ」の５つで構成されています。



広告ユニットとは

広告ユニット（広告スロット）とは、広告枠のことです。広告ユニットでは、広告サイズ・プレースメントなどの設定を行います。

※広告枠をグルーピングするものをプレースメント



オーダーとは

オーダーとは、 1つ以上の広告申込情報を管理する単位です。キャンペーン毎・広告主・広告ユニット・サイ

ズ毎などで作成します。簡単に言うと 広告申込情報をグルーピングしたもの です。原則は第三者ネットワー

クを含む広告主ごとに作成します



広告申込情報とは

広告申込情報は広告の配信設定を行う単位。 配信タイプ・配信日時・配信する広告の種類・単価調整・

ターゲティング設定・表示するクリエイティブの調整 などを行います。



広告申込情報とは

以下のように、配信時間、単価などの調整が可能



クリエイティブとは

クリエイティブとは、ユーザーに配信されるバナー広告・画像や動画などのコンテンツです。純広告・アドセ

ンス・第三者配信・イメージ・画像アニメーションなどを設定します



アカウント構造を理解するために使われる用語

No 実施内容 備考

1 アカウント 広告管理を管理する箱のようなものです。

2 在庫 在庫とは「広告在庫（広告インベントリ）」のことで、広告のインプレッション（表示回数）のことを指します。（インプレッ
ション在庫とも呼びます）。収益に直接関連してくる商品であるため在庫（イベントリ）と言われています。

3 広告ユニット ウェブサイトやアプリ上の広告を配信できるスペースのことです。広告サイズ・AdSense広告枠の設定・フリークエ
ンシーキャップなどの設定を行います。

4 プレースメント 広告ユニットをグルーピングしたものの広告を表示できる 1 つまたは複数の広告ユニットをまとめたもの）

5 オーダー オーダーとは、1つ以上の広告申込情報を管理する単位です。キャンペーン毎・広告主・広告ユニット・サイズ毎など
で作成します。簡単に言うと広告申込情報をグルーピングしたものです。

6 広告申込情報 広告申込情報は広告の配信設定を行う単位。配信日時・配信する広告の種類・単価調整・ターゲティング設定・表
示するクリエイティブの調整などを行います。

7 クリエイティブ クリエイティブとは、ユーザーに配信される画像や動画などのコンテンツです。



広告ユニットの設定



新しく広告ユニットを作る｜広告ユニット

[在庫]→[広告ユニット ] をクリックした後、 [新しい広告ユニット ]をクリックして、 [新しい広告ユニット ] をクリッ

クしましょう。



名前を記入する｜広告ユニット

次に、広告ユニット（コード）を識別できるようなコード（名前）で作成します。
特に広告コードの命名規則は判別しやすいように「サイト名・デバイス名・ページ名・ページ内の広告ユニット

の場所・（サイズの情報）」 などユニークな命名します。



広告ユニット名・説明文の記入｜広告ユニット

広告ユニットの補足情報を記入します。任意なので記入しなくても問題ありません。私の場合は、コード名で制
御しているので説明文は入力しない場合が多いです。



広告ユニットサイズの記入｜広告ユニット

広告ユニットに関連付けるサイズを指定します。「 300×250」「336×280」など複数サイズの広告を配信す
る場合は、複数選択しましょう。また、広告ユニットは任意のサイズを直接記載すれば、カスタムサイズを作
成することが可能です。注意点は、 想定されるサイズは全部いれましょう。



プレースメントの設定｜広告ユニット

プレースメントとは、広告主がまとめてターゲティングできる広告ユニットのグループです。この広告ユニットに
関連付けるプレースメントの横のチェックボックスをオンにします。



Googleアドセンスの配信有無｜広告ユニット

アドセンスを配信するかしないかを設定します。ダイナミックアロケーションによる競合配信をしたい場合は
チェックを入れる必要があります。
※ダイナミックアロケーションの仕組みは広告申込情報作成時に説明します。



広告ユニットタグの発行｜広告ユニット

広告ユニットの保存が完了したら、広告タグを発行したい広告ユニットを選択して、タブから「タグ」を選択し、タ
グの種類を選択しましょう。



タグの種類｜広告ユニット

タグタイプを選択します。タグタイプは4種類あります。

Webメディア：「Google サイト運営者タグ」
アプリ：「モバイルアプリケーションタグ」
AMPページ： 「AMPページタグ」
動画アプリ：「動画とオーディエンス用」



オプションの選択｜広告ユニット

デフォルト設定のままで問題ありません。このページでは「パスバックタグの発行」や、広告配信されていない
際に「divタグを閉じる」などの設定が可能です。



タグの発行｜広告ユニット

自動的にタグが発行されます。コードは２つ生成されますが、前者の広告タグを<head>タグ内に記載し、後者
のタグを「実際に配信したい広告位置」に設定します。



ドキュメントのヘッダー｜広告ユニット

ドキュメントヘッダータグは、<head>内に入力するコードで、 <head>に記載するコードは１つです。ドキュメン
トヘッダータグには、広告ユニットを追加する際に青文字部分を追加で記入していきます。また、新しいサイズ
を追加したい場合は太文字部分にサイズ追加します。

<script async src="https://securepubads.g.doubleclick.net/tag/js/gpt.js"></script>
<script>
  window.googletag = window.googletag || {cmd: []};
  googletag.cmd.push(function() {
    googletag.defineSlot('/2162994787/site_pc_article_sidebarTop', [[300, 250], [336, 
280],[200,200],[100,100],[300,600],[320,100]], 
'div-gpt-ad-1577057146321-0').addService(googletag.pubads());
  googletag.defineSlot('/2162994787/site_pc_article_sidebartMiddle', [[300, 250], [336, 
280],[200,200]], 'div-gpt-ad-1577057146321-0').addService(googletag.pubads());
  googletag.defineSlot('/2162994787/site_pc_article_sidebarBottom, [[300, 250], [336, 280],[200,200]], 
'div-gpt-ad-1577057146321-0').addService(googletag.pubads());
    googletag.pubads().enableSingleRequest();
    googletag.enableServices();
  });
</script>



ドキュメントの本文｜広告ユニット

ドキュメントの本文タグは、実際に配信したいタグに埋め込むタグです。特に何もいじらず広告配信したい位置
に埋め込みましょう。

<!-- /21629947870/karin_web -->
<div id='div-gpt-ad-1729047124507-0' class=”c_ad_box”>
  <script>
    googletag.cmd.push(function() { googletag.display('div-gpt-ad-1729047124507-0'); });
  </script>
</div>



オーダーの設定



オーダーとは｜オーダーの設定

● オーダーとは、1つ以上の広告申込情報を管理する単位です。
● キャンペーン毎・広告主・広告ユニット・サイズ毎などで作成します。
● 広告申込情報のグルーピング機能で、基本第三者ネットワークを含む広告主ごとに作成します。



オーダーの設定項目｜オーダーの設定

● 設定項目は以下の４つになります。
● この内重要な項目設定はオーダー名になります。

実施内容 備考 必須

名前 オーダー名（重要） ◯

広告主 自社広告/クライアント名など ◯

担当者 広告担当者名 ◯

ラベル
ラベルを指定すると、一緒に配信できる広告申込情報を指定したり、広告申込情報を配信で
きる広告枠を指定したりすることができます



オーダーの命名規則｜オーダーの設定

● オーダーの命名規則はGoogleアドマネージャーを運用する上で重要な要素です。
● 多くのサイトでは「サイト名_ネットワーク名（キャンペーン名）」で命名している。

種類 命名規則

第3者ネットワークA サイト名_ジーニー（アドネットワークの名前）

第3者ネットワークA_デバイス サイト名_A_sp,サイト名_A_pc

広告ユニット名 〇〇_pc_sidebar_top（サイト名_デバイス名_ユニット位置）

自社広告 サイト名_自社広告

純広告 サイト名_クライアント名_キャンペーン名_240101~240131



広告申込情報の設定



広告申込情報とは｜広告申込情報の設定

● 広告申込情報は広告の配信設定を行う単位。
● 配信タイプ・配信日時・レート調整・ターゲティング設定の調整などを行います。



広告の種類の選択｜広告申込情報の設定

● まずは配信する広告の種類を選択します。
● Webサイトであれば、基本的にディスプレイを選択します。



広告申込情報の命名規則｜広告申込情報の設定

● 広告申込情報を作成する場合、以下のような命名で記入しましょう。
● 広告申込情報は適当に名前をつけると運用・管理が難しくなります。
● 命名規則は「サイト名 _ネットワーク名（自社広告） _広告ユニット名」 で制作しましょう。

■参考例
・example.comのPCの右上サイトバーのバナーに広告ネットワークAを配信する場合

→example_A_pc_right_sidebar_top

サイト名 ネットワーク名 広告ユニット名



広告申込情報タイプとは｜広告申込情報の設定

● 広告の種類によって配信タイプを選択する必要があります。
● 純広告は「スポンサーシップ」や「標準」、競合配信（ダイナミックアロケーション）の場合は「価格優先」「ネットワーク」

など適切に選択する必要があります。



広告申込情報タイプと優先度｜広告申込情報の設定

● 広告申込情報タイプは、優先度の数字が小さいほど優先度が高くなります。
● スポンサーシップ」は優先度 4、「価格優先」は優先度 12 となり、同じ広告ユニットに同時配信した場合、スポンサー

シップが優先的に配信されます

内容 優先度 内容

スポンサーシップ 4
定められたインプレッションの割合 、開始時間と終了時間に基づいて配信されます。この広告申込情報タイプは、購入者
がページまたはサイトでのテイクオーバー広告を希望している場合に、直接販売のキャンペーンで使用します。また、インプ
レッション数に関係なく広告申込情報を均等にローテーション表示する場合にも使用できます。

標準 6~10
定められたインプレッション目標 、開始時間と終了時間に基づいて配信されます。この広告申込情報タイプは、購入者が
具体的なインプレッション数の配信を希望している場合に、直接販売のキャンペーンで使用します。配信ペースは指定した
目標に沿って調整されます。

ネットワーク 12 定められたインプレッションの割合に基づいて配信されます。インプレッション目標を設定していないパートナーの広告ネット
ワークで使用します。

価格優先 12 主に価格を基準に、 1 日もしくは全期間の配信上限が設定されている場合はその範囲内で、配信されます。この広告申込
情報タイプは、サイトの未販売の広告枠をできるだけ収益性の高い広告申込情報で埋める場合に使用します。

自社広告 16
自社*広告申込情報は、空き枠の広告申込情報（ネットワーク、バルク、価格優先）、 Ad Exchange、Open Bidding のデ
マンドを配信できない場合にのみ配信されます。つまり、自社広告申込情報は、レートが  0 円の、ダイナミック  アロケーショ
ンを介した価格競合を行わない広告申込情報として扱われます。続く・・

https://support.google.com/admanager/answer/177279?hl=ja



想定されるクリエイティブ｜広告申込情報の設定

● 実際に配信する広告サイズを選択しましょう。
● サイズは広告ユニットで設定したサイズをすべて選びます。
● 複数選択の場合は以下のように入力します。



想定されるクリエイティブ｜広告申込情報の設定

● 実際に配信する広告サイズを選択しましょう。
● サイズは広告ユニットで設定したサイズをすべて選びます。
● 複数選択の場合は以下のように入力します。



配信時間の設定｜広告申込情報の設定

● 配信時間や配信インプレッションなどを設定します。
● 価格優先の場合は、指定がなけれあば「今すぐ」、終了時間を「無制限」にします。



インプレションの設定｜広告申込情報の設定

● 配信インプレッションは、広告タイプによって異なります。
● 「合計インプレッションにおける割合」か「配信したい数量」で広告タイプを選択します。

■スポンサーシップ ■標準



レートの設定｜広告申込情報の設定

● レート（仮想CPM）設定します。これによりダイナミックアロケーション機能が動きます。
● ダイナミックアロケーション機能により、設定されたレート以下のGoogle広告は配信されません。
● レート設定することを「フロアプライス（最低単価）設定」とも呼びます。



配信の調整｜広告申込情報の設定

● 配信の調整では以下のような設定項目があります。
● 原則デフォルトで問題ありません。



ターゲティングの設定｜広告申込情報の設定

● ここでは配信したい「広告ユニット」の選択を行います。
● 「地域」「デバイス」「ブラウザ」「独自データ」を活用したターゲティングが可能です。



クリエイティブの設定



ターゲティングの追加｜クリエイティブ設定

● クリエイティブを追加したい [オーダー]→ [広告申込情報]を選択して、「クリエティブを追加」もしくは「新しいクリエティ
ブ」をクリック。



クリエイティブの種類｜クリエイティブ設定

● 次に種類の選択です。純広告などを配信する場合は「イメージ」、アドネットワークを配信する場合は「サードパー
ティ」、ネイティブ広告などはカスタムを選択しましょう。



クリエイティブの入力｜クリエイティブ設定

● 最後に、「名前」「広告ユニットサイズ」を入力した後、クリエイティブの画像とリンク先URLを記入すれば完了です。
可能であれば、広告ファイルの密度は「１倍」「２倍」の両方をアップロードしましょう。２倍の画像をアップロードするこ
とでより綺麗な画像が表示されます。


